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2022年度を迎えました。つむぎも新メンバーを迎え、新たな気持ちでスタートを切りました。

昨年度もCOVID-19に振り回され、皆さま方も大変な思いをされたことと思います。

Withコロナの時代は継続していかなければいけない世の中ですが、少しでもできることを考え、

穏やかな気持ちで働いていきたいと思います。

今年度もスタッフで協力して丁寧に対応し、一緒に考えていきたいと思っています。

お電話、お待ちしています。

相談支援の実施状況

2021年度は、延べ相談件数1,322件（実件数327件）の相談に

対応しました。（表参照）
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在宅連携センターつむぎ浜松

＜裏面に続きます＞

在宅連携センターつむぎは、高齢者を支える医療・介護・福祉関係者の相談窓口として、

2015年度に開設しました。「つむぎ通信」は2019年度から在宅連携センターつむぎの周知

と情報発信のため発行しています。バックナンバーはホームページからご覧ください。➡

7年目のつむぎ～今年度もよろしくお願いいたします！～

その他の主な活動

・関係機関（特別養護老人ホーム、有料老人ホーム等）へのアンケート調査（６月、８月）

・在宅医との意見交換会（11月）・地域包括ケア病棟意見交換会（６月、11月、3月）

・在宅医療・介護連携に関する専門知識の講義（12月、１月）等々…。

皆さまにご協力いだたき、様々な活動を行うことができました。ありがとうございました。

図１：相談者（所属機関）

図２：相談内容
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今年度のメンバー５名です。

よろしくお願いいたします。

(左から）

事務員/齋藤、社会福祉士/山口、

センター長・医師/岩瀬、事務員/鈴木、

保健師/水﨑

Q → 80代女性、ADLが低下してきており、家族の通院介助が大変になってきた。

耳垢除去のために、往診が可能な耳鼻科医院の情報がほしい。（ケアマネジャー）

A →市内の往診が可能な医院の情報提供をした。訪問診療に対応している医院は少ないため、訪問看護

でも耳垢掃除が可能な場合もある事を追加で情報提供した。

Q → 90代男性、入れ歯が合わなくなり食事が摂りにくい。認知症があり受診が難しいため、訪問診療が

可能な歯科医院の情報がほしい。（ケアマネジャー）

A →訪問診療が可能な医院の情報と、浜松市歯科訪問診査の情報を伝えた。まずは歯科訪問診査を受

けるため、浜松市歯の健康センターに申し込み、近医からの訪問が決まった。

※浜松市歯科訪問診査は、通院困難な在宅療養中の方が無料で利用できます。訪問診査に引き続いて

治療を希望される場合は、訪問した歯科医師に相談することができます。

相談事例Ｑ&Ａ～相談内容を紹介します～

わたしたち浜松市在宅医療・介護連携相談センター

愛称：「在宅連携センターつむぎ」について

2022年度メンバー紹介

浜松市医療公社

(浜松医療センター)

つむぎ

地域包括支援センター

ケアマネジャー

病院相談員 など

相談

業

務

委

託

浜松市

(高齢者福祉課)

☆「在宅医療・介護連携に関する相談支援業務」

を受託しています。

☆浜松医療センターの敷地内にありますが、

病院の業務からは独立しています。

☆高齢者(介護保険被保険者)等を支える

医療・介護・福祉関係者からの相談に

対応しています。

～愛称『つむぎ』の由来は？～

浜松市の特産品である遠州綿紬は、肌にやさしく多様な色合いがあり、古く江戸

時代から市民に愛されてきました。そんな綿紬のように利用者にやさしく人々の

ニーズに合う相談体制が取れ、浜松に根付く相談センターとなるように。

そして、市民を取り巻く医療・介護関係者が糸を紡ぐように多職種連携が推進す

るように･･･２つの願いを込めて「つむぎ」となりました。

在宅医療・介護連携を

推進するのじゃ

相談支援


